
令和 7 年度 宮崎大学畜産別科学生募集要項 

 

１．はじめに 

   最近の農業生産では、単位面積当たりの農業生産効率の向上ばかりではなく、食品の安全

性、労働環境の改善や環境保全に配慮した「持続的な生産活動」を実践する農業生産工程管理

（GAP）の重要性が高まってきています。このような状況の中で、本学農学部住吉フィールドは、家

畜生産分野（牧場分野）において、2014 年に国内では初の GLOBALG.A.P 認証を取得し、その

ノウハウを学部学生はもちろんのこと、関係団体へ情報を共有しています。 

   このことから、畜産別科では、家畜生産現場の拡大に伴う機械化、省力管理経営形態に対応

した人材育成に加え、農業生産工程管理（GAP）も教育要素として取り入れ、幅広い知識と実践

を身に付けた人材育成を目指します。 

 

【新演習・実習型カリキュラム科目及び単位数（計 20 単位）】 

講義科目 演習・実習科目 

畜産草地学概論 ２ 畜産学演習・実習 ２ 家畜登録実習 １ 

農業生産工程管理概論 ２ 草地学演習・実習 ２ 農業機械実習 １ 

 家畜衛生演習・実習 ２ 農業生産工程管実践実習 ２ 

 畜産関連施設見学実習 １ 特別研究 ４ 

 畜産経営・情報処理実習 １  

  【カリキュラムの特徴】 

１．講義・演習・実習型プログラムにより、畜産業における専門性・実践力をつけます。 

２．農業生産工程管理（GAP:Good Agricultural Practice）を学べる実習を開講します。 

３．演習・実習の主要な場となる宮崎大学住吉フィールドでは、GLOBALG.A.P 認証（2014 年か

ら）と JGAP 認証（2021 年度）を取得しています。 

４．家畜人工授精師の資格については他の機関において開催される講習会を受講することで取

得可能です。 

 

 

２．アドミッション・ポリシー 

   畜産別科は、畜産関係機関の技術者として、また地域農業の担い手として活躍できる人材の育成

を目指して、より実践的な教育を行っています。したがって、別科では次のような人を求めています。 

  (1) 修学に必要な基礎学力を有する人 

  (2) 家畜（動物）が好きな人 

  (3) 実際の生産現場に関心を持っている人 

  (4) 畜産を通して地域農業の発展に貢献したい人 

  



３．修学年限     １ 年 

 

４．募集人員     ４ 人 

 

５．出願資格 

 (1) 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した人及び令和７年３月卒業見込みの人 

 (2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した人及び令和７年３月修了見込みの人 

 (3) 学校教育法施行規則第１５０条の規定により高等学校を卒業した人と同等以上の学力が 

あると認められる人及び令和７年３月３１日までにこれに該当する見込みの人 

 

６．出願手続 

 (1) 出願受付期間 

  第１次募集 令和６年１１月１２日（火）～１１月１４日（木） 

  第２次募集 令和 7 年 １月 ７日（火）～ １月 ９日（木） 

  ※ 第２次募集は、第１次募集の合格者が募集人員に満たない場合に実施します。 

   持参の場合、９時から１７時まで受け付けます。 

   郵送の場合、「書留速達」とし、封筒の表に「畜産別科入学願書在中」と朱書してください。 

なお、第１次募集は１１月１４日（木）１７時必着、第２次募集は１月９日（木）１７時必着とします。 

締切後到着の場合は受理しません。 

 

 (2) 出願書類等 

（イ）入学願書 本学所定の用紙を使用してください。 

（ロ）調査書（※） 文部科学省所定の様式により出身学校長が作成して厳封したもの 

（ハ）受験票送付用封筒 長形 3 号封筒（12×23.5 ㎝）に住所・氏名・郵便番号を明記し速達

料金分（410 円）の切手を貼ってください。 

（ニ）入学試験検定料 ９,８００円 

本学所定の振込依頼書を使用し、検定料を納付してください。 

（ホ）振込証明書貼付台紙 本学所定の用紙を使用し、検定料振込証明書（Ｃ票）を貼付してくだ

さい。 

※出身高等学校等において指導要録が保存年限を超え、調査書を発行できない場合には、「その 

旨を記した出身高等学校等の証明書」「単位修得証明書」及び「卒業証明書」の３つの提出をもって

これに代えることができます。 

また、高等学校卒業程度認定試験に合格した人は当該試験の「合格成績証明書」をもって代える

ことができます。（ただし、高等学校等での取得単位を有する場合は当該高等学校等の成績証明書を

添付してください） 

廃校・被災その他の事情により調査書が得られない場合は、「卒業証明書」又は「成績通信簿

（写）」を提出してください。 

（注：調査書、成績証明書等は、１年以内に発行されたものを提出してください。） 

  



 (3) 出願方法 

「５．出願資格」の(1)を卒業見込み、(2)を修了見込みの方は、必ず出身学校でとりまとめの上、出

願書類の提出をお願いします。また(1)を卒業、(2)を修了、(3)の方は個人で提出をお願いします。 

 

 (4) 出願先 

    〒 889-2192 宮崎大学農学部 教務・学生支援係 

宮崎市学園木花台西１丁目１番地 電話 0985(58)7152 

 

７．試験日時と場所 

 月  日 時  間 筆記試験及び面接 場   所 

第
１
次
募
集 

令和６年 

11 月 25 日（月） 

10:00～12:00 筆記試験 

（一般常識として「国語」「数学」） 
宮崎大学農学部 

 

宮崎市学園木花台西

１丁目１番地 13:00～ 面接 

第
２
次
募
集 

令和７年 

１月 27 日（月） 

10:00～12:00 筆記試験 

（一般常識として「国語」「数学」） 
宮崎大学農学部 

 

宮崎市学園木花台西

１丁目１番地 13:00～ 面接 

 ※ 当日は、午前９時３０分までに宮崎大学農学部講義棟玄関前に集合してください。 

 ※ 筆記試験では、試験開始後 30 分以内（10:30 まで）、面接試験では、試験開始後 10 分以内

（13:10 まで）の遅刻に限り受験を認めます。 

 ※ 不正行為をした場合は失格とし、合否判定の対象外とします。 

 

８．入学者選抜方法 

  筆記試験（一般常識）、面接及び調査書の結果を総合して選抜します。 

 

９．合格者発表 

   第１次募集 令和６年１２月 6 日（金）10 時 

   第２次募集 令和７年 ２月 ７日（金）10 時 

 本学ホームページ(https://www.miyazaki-u.ac.jp)に合格者の受験番号を掲載し、本人に合格通

知書を送付します。なお、電話による合否に関する問い合わせには一切応じません。 

  



１０．入学手続等 

合格者に対し入学手続書類を２月上旬に送付しますので、所定の期間内に入学手続を完了してく  

ださい。また、受験票は入学手続時に使用するので大切に保管しておいてください。 

  なお、納入金については次のとおりとなります。 

(1) 入学料 84,600 円 

(注 1) 入学料に改定があった場合は、改定後の入学料を納入していただくことになります。 

(注 2) 納入された入学料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還できません。 

           ①入学手続をしなかった場合 

           ②入学料を誤って二重に払い込んだ場合 

           ※返還にかかる手数料は、原則、納入者の負担とします。 

(2) 授業料  前期分 195,000 円  後期分 195,000 円  年額 390,000 円 

  (注 1) 授業料は、新学期開始後に納入していただくことになります。 

  (注 2) 授業料の支払いは、預金口座からの「口座振替」とします。 

            前期の口座振替日は５月下旬頃、後期は１０月下旬頃の予定です。 

  (注 3) 授業料に改定があった場合は、改定後の授業料を納入していただくことになります。 

           ※入学料及び授業料については、定められた条件を満たす場合は「免除」の制度があり

ますので、該当すると思われる場合は、入学手続時までに申し出てください。 

※授業料に関する事項は以下の HP に記載しますのでご確認ください。 

             https://www.miyazaki-u.ac.jp/campus/fees/jugyou/ 

 

１１．個人情報の取扱いについて 

(1) 個人情報については、｢個人情報の保護に関する法律｣ 及び ｢国立大学法人宮崎大学個人情

報保護規則｣ に基づいて取り扱います｡  

(2) 出願に当たってお知らせいただいた氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜 

(出願処理、選抜実施) 、②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します｡  

(3) 入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料の作成のために利用しま

す｡  

(4) 上記(2)及び(3)の各種業務での利用に当たっては、一部の業務を本学より該当業務の委託を受

けた業者において行うことがあります｡  

(5) 出願に当たってお知らせいただいた個人情報は、入学者のみ①教務関係 (学籍、修学指導等) 

②学生支援関係 (健康管理、就職支援、入学料免除、授業料免除等) 、③授業料徴収に関する

業務を行うために利用します｡ 

  



１２．注意事項 

(1) 出願書類を郵送で請求する場合は、住所・氏名・郵便番号を明記して速達料金分の切手を貼っ

た返信用封筒（24×33.2 ㎝）を同封のうえ、宮崎大学農学部教務・学生支援係（「６．出願手続」に記

載されている住所）へ請求してください。なお、大学宛封筒の表には必ず「畜産別科学生募集要項

請求」と朱書してください。 

 (2) 畜産別科の志願に際しては、大学入学共通テストを受験する必要はありません。 

 (3) 書類に不備があった場合は出願を受け付けません。 

 (4) 入学願書受付後の入学試験検定料及び出願書類は返還しません。 

   ただし、次の場合は検定料の返還請求ができます。 

①  検定料を振り込んだが本学に出願しなかった(出願書類を提出しなかった又は出願が

受理されなかった)場合 

②  検定料を誤って二重に振り込んだ場合 

返還請求の方法 

    検定料返還請求願（様式は問いません。返還請求理由、氏名（フリガナ）、現住所、電話番

号、検定料返還先銀行口座情報（銀行名、支店名、口座種別、口座番号、口座名義（カタカ

ナ））を明記したもの）を作成し、必ず「Ｃ票 検定料振込証明書」を添付のうえ、以下宛先へ、

速やかに郵送してください。（令和７年３月３１日必着） また、返還にかかる手数料は、原則、

納入者本人の負担とします。令和７年４月１日以降に申し出られた場合、返還に応じることはで

きませんのでご了承ください。 

    〒８８９－２１９２ 宮崎市学園木花台西１丁目１番地 

              宮崎大学財務部財務課出納係 

               電話 (０９８５)５８-７１２２ (土曜･日曜及び祝日を除く) 

 (5) 入学試験当日は受験票を持参してください。 

 


